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一
、
は
じ
め
に

　
『
仏
祖
正
伝
）
1
（

記
』（
以
下
、
本
書
）
は
、
一
三
九
九
年
（
応
永
六
）

小
春
吉
日
に
書
か
れ
た
「
序
」
か
ら
、
沙
門
天
性
に
よ
っ
て
著
さ
れ

た
文
献
で
あ
る
と
知
ら
れ
、
現
在
は
『
続
曹
洞
宗
全
書
』「
寺
誌
・

史
伝
」
巻
の
「
史
伝
部
」
に
収
録
さ
れ
る
。

　

内
容
は
、
過
去
七
仏
・
西
天
二
十
八
祖
・
東
土
二
十
三
祖
・
扶
桑

七
祖
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
灯
史
文
献
か
ら
伝
記
や
大
悟
の
機
縁
、

伝
法
偈
な
ど
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
続
曹
全
』
所
収
本
の
底
本
は
、
福
井
県
小
浜
市
永
福
庵
所
蔵
の

一
巻
一
冊
書
写
本
（「
序
」
の
末
尾
に
著
者
印
が
見
え
る
た
め
、
著

者
自
筆
本
の
可
能
性
が
あ
る
）
で
あ
り
、
筆
者
は
他
の
写
本
等
を
見

た
こ
と
が
な
い
。

　

本
論
は
、
本
書
へ
の
基
礎
的
な
研
究
を
行
い
、
現
段
階
で
得
ら
れ

る
諸
知
見
を
示
し
、
ま
た
、
更
な
る
検
討
課
題
を
挙
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

二
、『
仏
祖
正
伝
記
』
底
本
に
つ
い
て

　

既
述
の
通
り
、
本
書
は
、
福
井
県
小
浜
市
永
福
庵
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
同
庵
は
、
一
七
四
一
年
（
寛
保
元
）
に
面
山
瑞
方
（
一
六
八

三
〜
一
七
六
九
）
に
よ
っ
て
、
同
市
内
の
別
地
域
に
建
立
さ
れ
、
明

治
期
に
入
っ
て
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
。

　

な
お
、
同
庵
に
は
面
山
所
縁
の
所
蔵
品
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
お

り
、
面
山
の
法
嗣
・
衡
田
祖
量
が
著
し
た
『
永
福
庵
校
割
）
2
（
簿
』（
一

『
仏
祖
正
伝
記
』
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研
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七
七
九
年
﹇
安
永
八
﹈）
か
ら
は
、
面
山
遷
化
の
段
階
で
、
同
庵
に

本
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
面
山
が
本
書
を
入
手
し
た
経
緯
だ
が
、『
面
山
年
譜
』

（『
面
山
広
録
二
十
六
』）
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
本
書
の
著

者
・
内
容
の
関
係
か
ら
、
面
山
が
九
州
北
部
に
所
在
し
て
い
た
際
に

入
手
し
た
も
の
か
。

　

面
山
は
肥
後
広
福
寺
に
て
永
平
道
元
『
御
遺
言
記
録
』
を
見
出
し

て
お
り
、
本
書
も
同
類
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
面
山
は
『
御
遺
言
記

録
』
に
つ
い
て
、「
遺
言
記
録
を
謄
写
し
て
祖
山
に
納
む
る
の
記
」

（『
面
山
広
録
十
九
』）
を
著
し
て
、
入
手
経
緯
や
、
謄
写
し
永
平
寺

に
納
め
た
経
緯
を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
身
度
々
書
写
し
て
お

り
、
永
福
庵
や
京
都
宗
仙
）
3
（

寺
等
に
も
面
山
書
写
の
同
著
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
。

　

し
か
し
、
本
書
に
は
そ
の
様
子
が
見
え
ず
、
扱
い
が
異
な
る
理
由

が
注
目
さ
れ
る
。
異
な
る
理
由
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
「
代
付
」
が

肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。「
代
付
」
と

は
、
中
国
曹
洞
宗
の
大
陽
警
玄
―
投
子
義
青
の
師
資
に
お
い
て
起
き

た
こ
と
で
、
本
書
の
「
震
旦
十
六
祖　

大
陽
警
玄
禅
師
章
」
に
よ
れ

ば
、「
年
八
十
、
以
て
継
ぐ
べ
き
者
の
無
き
を
嘆
い
て
、
遂
に
偈
を

作
り
、
并
び
に
皮
履
・
布
直
裰
を
浮
山
遠
禅
師
に
寄
せ
、
為
に
法
器

を
求
め
し
む
」（
三
〇
九
頁
下
段
、
原
漢
文
）
と
あ
り
、「
震
旦
十
七

祖　

投
子
義
青
禅
師
章
」
で
は
、「
鑑
、
時
に
洞
下
の
宗
旨
を
出
し

て
、
之
を
示
す
。
悉
く
皆
妙
契
す
。
付
す
る
に
大
陽
の
頂
相
・
皮

履
・
直
裰
を
以
て
、
嘱
し
て
曰
く
、「
吾
に
代
わ
り
て
其
の
宗
風
を

続
げ
。
久
し
く
此
に
滞
る
こ
と
無
く
、
善
く
宜
し
く
護
持
す
べ
し
」」

（
三
一
〇
頁
上
段
、
原
漢
文
）
と
述
べ
た
と
記
録
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
陽
―
投
子
の
師
資
の
間
に
、
臨
済
宗
の
浮
山
法

遠
が
介
在
す
る
「
代
付
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
一
方

で
、
本
書
の
所
持
者
で
あ
っ
た
面
山
は
、
江
戸
元
禄
期
の
宗
統
復
古

運
動
に
お
い
て
正
統
と
さ
れ
た
代
付
否
定
論
に
立
ち
、
関
連
す
る
文

献
を
複
数
著
し
て
い
る
。
中
で
も
一
七
四
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
洞

上
金
剛
杵
』
で
は
、
大
陽
―
投
子
に
関
わ
る
詳
細
な
年
譜
を
作
っ
て

諸
伝
を
批
判
し
、
両
者
は
面
授
し
た
と
強
く
主
張
す
る
に
到
）
4
（

る
。

　

よ
っ
て
、
本
書
の
著
者
天
性
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
永
平
門
下
の

自
負
を
持
っ
た
人
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
共
通
す
る
面
山
で
は
あ
っ

た
が
、
思
想
的
内
容
の
問
題
か
ら
本
書
を
出
せ
る
状
況
に
無
く
、
長

年
秘
蔵
さ
れ
た
ま
ま
、『
続
曹
全
』
に
収
録
さ
れ
て
世
に
知
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
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三
―
一
、『
仏
祖
正
伝
記
』
著
者
の
天
性
に
つ
い
て

　
『
曹
全
』「
解
題
」
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
本
書
の
著
者
は
「
天
性

融
石
〔
然
〕」
と
さ
れ
、
生
年
不
詳
な
が
ら
没
年
は
一
四
二
七
年

（
応
永
三
十
四
）
で
あ
る
と
伝
わ
り
、
福
岡
県
明
光
寺
・
大
分
県
泉

福
寺
、
他
で
住
持
し
て
い
る
。

　

そ
の
僧
名
だ
が
、
一
八
四
五
年
（
弘
化
二
）
に
豊
後
国
木
馬
庵
妙

田
が
著
し
た
『
弘
化
系
譜
伝
』
で
は
、
第
五
巻
に
「〈
慈
光
〉
無
雑

融
純
」
の
法
嗣
と
し
て
、「〈
明
光
〉
天
性
融
然
」（『
曹
全
』「
史
伝

（
上
）」
巻
、
五
六
四
頁
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
曹
洞
宗
文
化
財
目
録
３
』
で
は
、
泉
福
寺
の
項
目
に

「
三
十
六
世
・
天
性
融
石
」（
八
十
二
頁
）
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
天
性
に
は
「
融
然
」
と
「
融
石
」
と
い
う
二
つ
の
名
前

が
伝
わ
る
。
し
か
し
、
本
書
の
序
に
は
、「
永
平
九
代
伝
法
沙
門
天

性
謹
序
」
と
の
み
あ
っ
て
、
先
の
僧
名
は
二
つ
と
も
見
え
な
い
。
合

わ
せ
て
、
永
福
庵
所
蔵
本
「
序
」
の
末
尾
に
は
、
上
下
二
つ
の

「
印
」
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
下
部
の
「
瓶
を
象
っ
た
印
」
に
は
篆

書
で
「
天
性
」
と
の
み
見
え
、
そ
れ
以
外
に
個
人
名
を
示
す
印
は
無

い
。
上
部
の
印
は
篆
書
で
「
永
平
派
衆
」
と
読
め
、
天
性
自
ら
の
立

場
を
端
的
に
示
し
た
語
句
で
あ
る
。

　

ま
た
、
泉
福
寺
に
は
、
輪
住
し
た
僧
の
記
録
で
あ
る
『
豊
後
州
妙

徳
山
泉
福
禅
寺　

住
）
5
（
帳
』
が
残
さ
れ
て
お
り
、「（
応
永
）
三
十
四
丁

未
年　

三
十
六
世　

天
性　

禅
師　

無
雑
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前

後
の
内
容
か
ら
は
、
天
性
は
応
永
三
十
四
年
に
三
十
六
世
と
し
て
、

無
雑
派
か
ら
輪
住
し
た
こ
と
に
な
る
。
伝
わ
る
没
年
か
ら
は
、
最
晩

年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

更
に
、『
住
帳
』
に
記
載
さ
れ
る
前
後
の
輪
住
者
名
は
、
道
号
・

僧
名
の
四
字
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
天
性
は
異
例

で
あ
り
（
稀
に
、
天
性
同
様
に
二
字
の
場
合
も
あ
っ
た
）、
最
晩
年

に
到
っ
て
も
、「
天
性
」
を
名
乗
り
続
け
て
い
た
と
推
定
出
来
る
。

　

本
書
で
は
中
国
・
日
本
で
道
号
を
持
っ
た
祖
師
に
は
、「
号
曰
○

○
」
と
割
注
で
明
示
し
て
お
り
、
道
号
が
確
認
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
（
本
論
「
四
」
の
各
仏
祖
名
に
て
確
認

さ
れ
た
い
）。
そ
の
編
集
態
度
に
鑑
み
て
、
天
性
は
自
ら
の
名
前

を
、
た
だ
天
性
と
の
み
記
載
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
名
前
が
天
性
の

み
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
に
挙
げ
た

「
融
然
」「
融
石
」と
い
う
僧
名
が
付
い
て
い
た
可
能
性
は
、本
師
・
無

雑
融
純
の
僧
名
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
の
問
題
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の
決
着
は
、
更
な
る
史
料
の
発
見
に
掛
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
―
二
、「
永
平
九
代
伝
法
沙
門
天
性
」
の
自
称
に
つ
い
て

　

前
項
の
通
り
天
性
は
、「
永
平
九
代
伝
法
沙
門
天
性
」
と
自
称
し

て
い
る
。
具
体
的
な
嗣
承
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
各
祖
師
の
呼
称

は
、
初
祖
か
ら
七
祖
ま
で
を
本
書
か
ら
、
八
・
九
代
を
『
弘
化
系
譜

伝
』
第
五
巻
か
ら
抄
出
し
た
。

　
　

初
祖　

越
州
吉
祥
山
永
平
寺
〈
開
山
〉
道
元
禅
師

　
　

二
祖　

越
州
永
平
懐
奘
禅
師
〈
二
世
〉

　
　

三
祖　

  

賀
州
大
乗
〈
開
山
〉
義
介
禅
師
〈
永
平
第
三
世
也
。
号

を
徹
通
と
曰
う
〉

　
　

四
祖　

  

能
州
洞
谷
山
永
光
寺
〈
開
山
〉
紹
瑾
禅
師
〈
大
乗
二
世

也
。
号
を
瑩
山
と
曰
う
〉

　
　

五
祖　

能
州
洞
谷
韶
碩
禅
師
〈
号
を
峩
山
と
曰
う
〉

　
　

六
祖　

  

薩
州
永
谷
山
皇
徳
寺
〈
開
山
〉
円
昭
禅
師
〈
号
を
無
外

と
曰
う
〉

　
　

七
祖　

  

豊
州
妙
徳
山
泉
福
寺
〈
開
山
〉
妙
融
禅
師
〈
号
を
無
著

と
曰
う
〉

　
　
（
八
代
）
筑
前
明
光
寺
無
雑
禅
師　

諱
融
純

　
　
（
九
代
）
筑
前
明
光
天
性
融
然

　

九
代
の
系
図
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

　

続
い
て
天
性
の
思
想
的
位
置
付
け
の
考
察
を
進
め
る
が
、「
序
」

で
の
自
称
と
、
前
項
で
示
し
た
「
印
」
の
通
り
、
天
性
に
は
永
平
門

下
の
意
志
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
書
の
成
立
が
一
三
九

九
年
で
あ
る
こ
と
は
、「
序
」
か
ら
知
ら
れ
る
が
、『
曹
全
』「
年

表
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
書
成
立
以
前
の
文
献
で
、
本
書
同
様
の

「
永
平
○
代
伝
法
沙
門
」
に
類
す
る
記
述
は
、
管
見
で
は
未
見
で
あ

る
。
一
三
〇
八
年
に
成
立
し
た
『
正
法
眼
蔵
抄
』「
出
家
」
巻
末
尾

に
、
経
豪
が
「
曹
洞
末
塵
沙
門
経
豪
」（『
蒐
書
大
成
一
四
』
四
八
一

頁
）
と
自
著
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
は
永
平
門
下
の
特
色
が

出
な
い
。

　

同
様
に
、
瑩
山
紹
瑾
（
一
三
二
五
年
没
）
に
関
わ
る
著
作
に
は
、

永
平
門
下
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
述
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
世
代
数
の

記
述
を
含
め
る
と
「
釈
迦
牟
尼
仏
五
十
四
世
伝
灯
沙
門
」（
禅
林
寺

本
『
瑩
山
清
規
』）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
、「
永
平
門
下
の
世
代

数
」
を
含
む
自
称
は
見
え
な
い
。
無
論
、
瑩
山
が
建
立
し
た
永
光
寺

五
老
峰
の
存
在
自
体
が
、
永
平
門
下
た
る
意
思
の
表
れ
だ
が
、
こ
れ

は
如
浄
か
ら
始
ま
る
系
図
で
あ
り
、
天
性
の
自
称
と
は
意
味
合
い
が
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異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
通
称
「
峨
山
石
」
で
あ
る
。
永
平

寺
承
陽
殿
前
に
あ
る
「
峨
山
承
陽
殿
塔
銘
」
に
は
、「
古
仏
第
五
之

法
孫
峨
山
」（『
永
平
寺
史
（
上
）』
四
六
一
頁
参
照
）
と
い
う
峨
山

韶
碩
（
一
三
六
六
年
没
）
の
自
称
が
見
え
る
。
真
贋
と
い
う
観
点
で

は
、
大
い
に
疑
念
を
挟
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
近
世
よ
り
前
に
遡
れ
な
い

可
能
性
を
知
っ
た
上
で
、
天
性
の
自
称
と
類
似
し
た
呼
称
と
し
て
挙

げ
て
お
き
た
い
。

四
、『
仏
祖
正
伝
記
』
各
則
の
出
典
に
つ
い
て

　
『
仏
祖
正
伝
記
』
の
構
成
で
あ
る
が
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
七
仏

　
　

毗
婆
尸
仏
か
ら
釈
迦
牟
尼
仏
ま
で
が
該
当
。
各
灯
史
に
記
載
さ

れ
る
伝
法
偈
の
み
の
記
載
。

　

・
西
天
二
十
八
祖

　
　

摩
訶
迦
葉
か
ら
菩
提
達
磨
ま
で
が
該
当
。
大
悟
の
機
縁
と
伝
法

偈
を
記
載
。

　

・
震
旦
六
祖
〈
復
以
下
一
十
七
祖
〉

　
　

菩
提
達
磨
か
ら
天
童
如
浄
ま
で
が
該
当
。
史
伝
及
び
大
悟
の
機

縁
と
弟
子
と
の
問
答
、
伝
法
偈
を
記
載
。

　

・
扶
桑
歴
祖

　
　

道
元
か
ら
無
著
妙
融
ま
で
が
該
当
。
史
伝
を
記
載
。

　

以
下
に
は
各
則
（
各
則
の
名
称
は
、
筆
者
が
便
宜
的
に
付
け
た
も

の
）
の
出
典
を
挙
げ
、
ま
た
、『
伝
光
録
』
本
文
と
の
比
較
も
行
う

（
※
で
示
す
）。
各
章
の
仏
祖
の
呼
称
は
本
書
よ
り
抄
出
し
た
。

　

ま
た
、
出
典
と
推
定
さ
れ
る
文
献
と
の
字
句
の
相
違
に
つ
い
て
、

ａ
（
第
一
出
典
）・
ｂ
（
第
二
出
典
）・
ｃ
（
参
考
資
料
）
と
し
て
判

定
を
行
う
。
そ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、『
道
元
引
用
語
録
の
研
究
』

に
準
じ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
各
章
の
詳
細
な
る
検
討
は
、
別
の
機

会
に
行
う
こ
と
と
す
）
6
（

る
。

・
七
仏

　

毗
婆
尸
仏
〈
過
去
荘
厳
劫
。
第
九
百
九
十
八
尊
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
叙
七
仏

　

尸
棄
仏
〈
荘
厳
劫
。
第
九
百
九
十
九
尊
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
叙
七
仏

　

毗
舎
浮
仏
〈
荘
厳
劫
。
一
千
尊
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
叙
七
仏
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拘
留
孫
仏
〈
見
在
賢
劫
。
第
一
尊
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
叙
七
仏

　

拘
那
含
牟
尼
仏
〈
賢
劫
。
第
二
尊
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
叙
七
仏

　

迦
葉
仏
〈
賢
劫
。
第
三
尊
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
叙
七
仏

　

釈
迦
牟
尼
仏
〈
賢
劫
。
第
四
尊
〉

　
　

ｂ
『
聯
灯
会
要
』
巻
一
・
釈
尊
章
（
偈
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
五
・
開
先
善
暹
章
（「
大
地
有
情
同
時

成
道
」
話
）

　
　

※
「
大
地
有
情
同
時
成
道
」
話
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

・
西
天
二
十
八
祖

　

第
一
祖　

摩
訶
迦
葉
尊
者

　
　
ａ
『
聯
灯
会
要
』
巻
一
・
釈
迦
牟
尼
仏
章
（
拈
華
微
笑
・
多
子

塔
前
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
第
一
・
釈
迦
牟
尼
仏
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
本
書
で
は
「
拈
華
微
笑
・
多
子
塔
前
話
」
を
両
論
併
記
す
る

の
み
で
、『
伝
光
録
』
で
明
ら
か
に
多
子
塔
前
説
を
選
ぶ
様

子
と
は
相
違
す
る
（
類
似
性
ｃ
）。

　

第
二
祖　

阿
難
陀
尊
者

　
　
ａ
『
聯
灯
会
要
』
巻
一
・
阿
南
章
（
倒
却
刹
竿
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
摩
訶
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
倒
却
刹
竿
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｃ
）。

　

第
三
祖　

商
那
和
修
尊
者

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
商
那
和
修
章
（
諸
法
本
性
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
阿
難
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
諸
法
本
性
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）
で
、
他
の
典
拠
を

見
出
せ
ず
。

　

第
四
祖　

優
婆
毱
多
尊
者

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
優
婆
毱
多
章
（
身
心
出
家
話
）

　
　

ｂ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
商
那
和
修
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
身
心
出
家
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

第
五
祖　

提
多
迦
尊
者

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
優
婆
毱
多
章
（
出
家
無
我
我
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
優
婆
毱
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
二
話
共
に
『
伝
光
録
』
提
唱
中
に
挿
入
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
六
祖　

弥
遮
迦
尊
者
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ｂ
『
聯
灯
会
要
』
巻
一
・
提
多
迦
章
、『
伝
光
録
』
弥
遮
迦
尊

者
章
（
修
仙
学
小
話
）

　
　

ｂ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
提
多
迦
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
修
仙
学
小
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
七
祖　

婆
須
密
尊
者

　
　

ｂ
『
伝
光
録
』
婆
須
密
章
（
置
酒
器
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
弥
遮
迦
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
置
酒
器
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
八
祖　

仏
陀
難
提
尊
者

　
　

ｂ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
婆
須
蜜
章
（
仁
者
論
議
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
婆
須
蜜
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
仁
者
論
議
話
」
の
後
半
部
分
の
み
一
致
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
九
祖　

伏
駄
密
多
尊
者

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
仏
陀
難
提
章
（
此
家
有
聖
人
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
仏
陀
難
提
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
此
家
有
聖
人
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
十
祖　

脇
尊
者

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
脇
尊
者
章
（
三
年
未
曾
睡
眠
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
伏
駄
密
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
三
年
未
曾
睡
眠
話
」
は
『
景
徳
伝
灯
録
』『
五
灯
会
元
』

に
見
え
る
が
、字
句
か
ら
『
伝
光
録
』
が
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

第
十
一
祖　

富
那
夜
奢
尊
者

　
　

ｂ
『
伝
光
録
』
富
那
夜
奢
章
（
華
氏
国
憩
一
樹
下
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
脇
尊
者
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
華
氏
国
憩
一
樹
下
話
」
は
『
景
徳
伝
灯
録
』『
五
灯
会

元
』
に
見
え
る
が
、
字
句
か
ら
『
伝
光
録
』
が
共
通
（
類
似

性
ｂ
）。

　

第
十
二
祖　

馬
鳴
尊
者

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
富
那
夜
奢
章
（
我
欲
識
仏
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
富
那
夜
奢
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
我
欲
識
仏
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
十
三
祖　

迦
毘
摩
羅
尊
者

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
馬
鳴
章
（
老
人
座
前
仆
地
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
馬
鳴
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
老
人
座
前
仆
地
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
十
四
祖　

龍
樹
尊
者

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
龍
樹
章
（
赴
龍
王
請
受
如
意
珠
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
迦
毘
摩
羅
章
（
伝
法
偈
）
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※
「
赴
龍
王
請
受
如
意
珠
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

第
十
五
祖　

迦
那
提
婆
尊
者

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
迦
那
提
婆
章
（
龍
樹
知
是
智
人
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
・
龍
樹
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
龍
樹
知
是
智
人
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｃ
）。

　

第
十
六
祖　

羅
睺
羅
多
尊
者

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
羅
睺
羅
多
章
（
聞
宿
因
感
悟
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
迦
那
提
婆
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
聞
宿
因
感
悟
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

第
十
七
祖　

僧
伽
難
提
尊
者

　
　

ｂ
『
伝
光
録
』
僧
伽
難
提
章
（
歩
天
光
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
羅
睺
羅
多
章
（
中
流
復
現
五
仏
影

話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
羅
睺
羅
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
歩
天
光
話
」「
中
流
復
現
五
仏
影
話
」
は
共
通
（
類
似
性

ｂ
）。

　

第
十
八
祖　

伽
耶
舎
多
尊
者

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
伽
耶
舎
多
章
（
鈴
鳴
心
鳴
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
僧
伽
難
提
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
鈴
鳴
心
鳴
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

第
十
九
祖　

鳩
摩
羅
多
尊
者

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
伽
耶
舎
多
章
（
見
一
婆
羅
門
舎
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
伽
耶
舎
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
見
一
婆
羅
門
舎
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
二
十
祖　

闍
夜
多
尊
者

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
鳩
摩
羅
多
章
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
・
鳩
摩
羅
多
章
（
汝
雖
已
信
三
業
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
鳩
摩
羅
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
汝
雖
已
信
三
業
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｃ
）。

　

第
二
十
一
祖　

婆
修
盤
頭
尊
者

　
　

ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
闍
夜
多
章
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
・
闍
夜
多
章
（
常
一
食
不
臥
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
闍
夜
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
常
一
食
不
臥
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｃ
）。

　

第
二
十
二
祖　

摩
拏
羅
尊
者

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
摩
拏
羅
章
（
何
者
即
是
諸
仏
菩
提
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
婆
修
盤
頭
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
何
者
即
是
諸
仏
菩
提
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。
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第
二
十
三
祖　

鶴
勒
那
尊
者

　
　

ｂ
『
五
灯
会
元
』
巻
二
・
摩
拏
羅
章
（
我
有
何
縁
而
感
鶴
衆

話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
摩
拏
羅
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
我
有
何
縁
而
感
鶴
衆
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｃ
）。

　

第
二
十
四
祖　

師
子
尊
者

　
　

ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
鶴
勒
那
章
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
・
鶴
勒
那
章
（
当
何
用
心
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
鶴
勒
那
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
当
何
用
心
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
二
十
五
祖　

婆
舎
斯
多
尊
者

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
師
子
章
（
求
法
嗣
遇
一
長
者
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
師
子
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
求
法
嗣
遇
一
長
者
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

第
二
十
六
祖　

不
如
密
多
尊
者

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
婆
舎
斯
多
章
（
当
為
何
事
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
婆
舎
斯
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
当
為
何
事
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

第
二
十
七
祖　

般
若
多
羅
尊
者

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
不
如
密
多
章
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
・
不
如
密
多
章
（
幼
失
父
母
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
不
如
密
多
章
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
・
不
如
密
多
章
（
得
法
至
東
印
度
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
不
如
密
多
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
幼
失
父
母
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）、「
得
法
至
東
印
度

話
」
は
後
半
の
み
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

第
二
十
八
祖　

菩
提
達
磨
尊
者

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
般
若
多
羅
章
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
・
般
若
多
羅
章
（
無
価
宝
珠
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
・
般
若
多
羅
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
無
価
宝
珠
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

・
東
土
六
祖
〈
復
以
下
一
十
七
祖
〉

　

初
祖　

菩
提
達
磨　

円
覚
大
師

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
菩
提
達
磨
章
（
立
雪
断
臂
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
菩
提
達
磨
章
（
慧
可
安
心
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
菩
提
達
磨
章
（
汝
得
吾
髄
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
・
菩
提
達
磨
章
、『
五
灯
会
元
』
巻
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一
・
菩
提
達
磨
章
、
他
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
立
雪
断
臂
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

二
祖　

慧
可
大
師
〈
諡
曰
太
祖
禅
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
菩
提
達
磨
章
（
外
息
諸
縁
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
慧
可
章
（
弟
子
身
纏
風
恙
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
慧
可
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
外
息
諸
縁
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）、「
弟
子
身
纏
風
恙

話
」
は
「
卅
祖
鑑
智
大
師
章
」
に
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

三
祖　

僧
璨
大
師
〈
諡
曰
鑑
智
大
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
僧
璨
章
（
初
以
白
衣
謁
二
祖
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
・
僧
璨
章
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
・

僧
璨
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
初
以
白
衣
謁
二
祖
話
」
は
冒
頭
を
除
い
て
共
通
（
類
似
性

ｂ
）。

　

四
祖　

道
信
大
師
〈
諡
曰
大
医
禅
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
道
信
章
（
子
何
姓
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
・
道
信
章
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
・

道
信
章
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
子
何
姓
話
」
は
「
卅
二
祖
・
大
満
禅
師
章
」
と
共
通
（
類

似
性
ｂ
）。

　

五
祖　

弘
忍
大
師
〈
諡
曰
大
満
禅
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
一
・
弘
忍
章
（
嶺
南
人
無
仏
性
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
第
一
・
弘
忍
章
（
五
祖
六
祖
付
法
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
・
弘
忍
章
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
・

弘
忍
章
、
他
（
伝
法
偈
）

　
　

※
「
嶺
南
人
無
仏
性
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）、「
五
祖
六
祖

付
法
話
」は「
卅
三
祖
・
大
鑑
禅
師
章
」に
共
通（
類
似
性
ｂ
）。

　

六
祖　

慧
能
大
師
〈
諡
曰
大
鑑
禅
師
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
・
慧
能
章
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
・

慧
能
章
、
他
（
伝
法
偈
）

　
　

※
該
当
箇
所
無
し
。

　

七
祖　

吉
州
青
原
山
静
居
寺
行
思
禅
師
〈
諡
曰
弘
済
禅
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
五
・
青
原
行
思
章
（
聖
諦
亦
不
為
話
）

　
　

※
「
聖
諦
亦
不
為
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

八
祖　

南
嶽
石
頭
希
遷
禅
師
〈
諡
曰
無
際
大
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
五
・
石
頭
希
遷
章
（
直
造
曹
谿
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
五
・
青
原
行
思
章
（
尋
思
去
話
）

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
・
青
原
行
思
章
（
子
何
方
而
来
話
）
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ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
・
石
頭
希
遷
章
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
・
石
頭
希
遷
章
、
他
（
号
石
頭
和
尚
話
）

　
　

※
四
話
と
も
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

九
祖　

澧
州
薬
山
惟
儼
禅
師
〈
諡
曰
弘
道
大
師
〉

　
　

ｂ
『
五
灯
会
元
』
巻
五
・
薬
山
惟
儼
章
〈
薬
山
契
悟
話
〉

　
　

※
「
薬
山
契
悟
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

十
祖　

潭
州
雲
巖
曇
晟
禅
師
〈
諡
曰
無
住
大
師
〉

　
　

ｂ
『
五
灯
会
元
』
巻
五
・
雲
巖
曇
晟
章
〈
雲
巖
大
悟
話
〉

　
　

※
「
雲
巖
大
悟
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。
た
だ
し
、
部
分

的
に
『
伝
光
録
』
本
文
に
近
い
言
い
回
し
が
見
ら
れ
る
た

め
、『
五
灯
会
元
』『
伝
光
録
』
の
合
揉
か
。

　

十
一
祖　

瑞
州
洞
山
良
价
禅
師
〈
諡
曰
悟
本
禅
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
三
・
洞
山
良
价
章
（
無
情
説
法
話
）

　
　

※
「
無
情
説
法
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

十
二
祖　

洪
州
雲
居
道
膺
禅
師
〈
諡
曰
弘
覚
禅
師
〉

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
雲
居
道
膺
章
（
見
洞
水
悟
道
話
）

　
　

ｂ
『
伝
光
録
』
雲
居
道
膺
章
（
闍
梨
名
什
麼
話
）

　
　

※
二
話
と
も
に
共
通
（
類
似
性
ａ
・
ｂ
）。

　

十
三
祖　

洪
州
鳳
棲
山
同
安
道
丕
禅
師
〈
洪
州
人
〉

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
同
安
道
丕
章
（
四
恁
麼
話
）

　
　

※
「
四
恁
麼
話
」
は
本
来
、
雲
居
道
膺
の
示
衆
語
だ
が
、
同
話

を
道
丕
の
大
悟
の
機
縁
に
し
て
い
る
の
は
共
通
（
類
似
性

ａ
）。

　

十
四
祖　

洪
州
同
安
観
志
禅
師
〈
洪
州
人
〉

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
同
安
観
志
章
（
如
何
是
和
尚
愛
処
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
・
同
安
観
志
章
（
多
子
塔
前
宗
子
秀

話
）

　
　

※
「
如
何
是
和
尚
愛
処
話
」「
多
子
塔
前
宗
子
秀
話
」
は
共
通

（
類
似
性
ａ
・
ｂ
）。

　

十
五
祖　

鼎
州
梁
山
縁
観
禅
師
〈
明
州
人
〉

　
　

ｂ
『
伝
光
録
』
梁
山
縁
観
章
（
如
何
是
衣
下
事
話
）

　
　

※
「
如
何
是
衣
下
事
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

十
六
祖　

郢
州
大
陽
山
警
玄
禅
師

　
　
ａ
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
十
七
・
太
陽
警
延
章
（
如
何
是
無
相
道

場
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
・
大
陽
警
延
章
（
浮
山
代
付
話
（
前

半
））

　
　

※
「
如
何
是
無
相
道
場
話
」「
浮
山
代
付
話
（
前
半
）」
と
も
に
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共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

十
七
祖　

舒
州
投
子
義
青
禅
師

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
・
投
子
義
青
章
（
浮
山
代
付
話
（
後

半
））

　
　

※
「
浮
山
代
付
話
（
後
半
）」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

十
八
祖　

東
京
天
寧
芙
蓉
道
楷
禅
師

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
・
芙
蓉
道
楷
章
（
芙
蓉
開
悟
話
）

　
　

※
「
芙
蓉
開
悟
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

十
九
祖　

鄧
州
丹
霞
子
淳
禅
師

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
丹
霞
子
淳
章
（
従
上
諸
聖
相
授
底
話
）

　
　

※
「
従
上
諸
聖
相
授
底
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

二
十
祖　

真
州
長
蘆
清
了
禅
師
〈
号
曰
真
歇
。
諡
曰
悟
空
禅
師
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
・
長
蘆
清
了
章
（
襁
褓
入
寺
話
）

　
　

※
「
襁
褓
入
寺
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ｂ
）。

　

二
十
一
祖　

明
州
天
童
宗
珏
禅
師
〈
号
曰
大
休
〉

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
天
童
宗
珏
章
（
近
日
見
処
如
何
話
）

　
　

※
「
近
日
見
処
如
何
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

　

二
十
二
祖　

明
州
雪
竇
智
鑑
禅
師
〈
号
曰
足
庵
〉

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
・
雪
竇
智
鑑
章
（
母
与
洗
手
傷
話
）

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
雪
竇
智
鑑
章
（
雲
居
懸
記
話
）

　
　
ａ
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
・
雪
竇
智
鑑
章
（
世
尊
密
語
上
堂

話
）

　
　

※
三
話
と
も
共
通
（
類
似
性
ａ
）。
な
お
、「
雲
居
懸
記
話
」
は

『
伝
光
録
』
に
見
え
る
。

　

二
十
三
祖　

明
州
天
童
如
浄
禅
師

　
　
ａ
『
伝
光
録
』
天
童
如
浄
章
（
不
曾
染
汚
話
）

　
　
ａ
「
洞
谷
伝
灯
院
五
老
悟
則
并
行
業
略
記
」
如
浄
章
（
後
在
浄

慈
作
浄
頭
話
）

　
　

※
「
不
曾
染
汚
話
」
は
共
通
（
類
似
性
ａ
）。

・
扶
桑
歴
祖

　

初
祖　

越
州
吉
祥
山
永
平
寺
〈
開
山
〉
道
元
禅
師

　
　
ａ
『
永
平
寺
三
祖
行
業
記
』
道
元
章
（
道
元
伝
）

　
　

※
「
道
元
伝
」
は
ほ
ぼ
共
通
だ
が
、
相
違
す
る
文
脈
も
あ
る

（
類
似
性
ｃ
）。

　

二
祖　

越
州
永
平
懐
奘
禅
師
〈
二
世
〉

　
　
ａ
『
永
平
寺
三
祖
行
業
記
』
懐
奘
章
（
懐
奘
伝
）

　
　

※
「
懐
奘
伝
」
は
ほ
ぼ
共
通
だ
が
、
相
違
す
る
文
脈
も
あ
る
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（
類
似
性
ｃ
）。

　

三
祖　

賀
州
大
乗
〈
開
山
〉
義
介
禅
師
〈
永
平
第
三
世
也
。
号
曰

徹
通
〉

　
　
ａ
『
永
平
寺
三
祖
行
業
記
』
義
介
章
（
義
介
伝
）

　

四
祖　

能
州
洞
谷
山
永
光
寺
〈
開
山
〉
紹
瑾
禅
師
〈
大
乗
二
世

也
。
号
曰
瑩
山
〉

　
　

参
考
『
洞
谷
五
祖
行
実
』
瑩
山
紹
瑾
章
（
父
母
所
生
眼
悉
見
三

千
界
話
）

　
　
ｃ
『
洞
谷
記
』（
如
何
知
平
常
心
話
）

　
　

出
典
不
明
（
素
哲
・
韶
碩
抜
群
話
）

　

五
祖　

能
州
洞
谷
韶
碩
禅
師
〈
号
曰
峨
山
〉

　
　
ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
・
永
嘉
玄
覚
章
（
精
天
台
止
観
話
）

　
　

参
考
『
峨
山
和
尚
法
語
』、『
僧
生
和
尚
法
語
』（
語
黙
動
静
総

是
総
不
是
話
）

　
　

出
典
不
明
（
月
有
二
枚
話
）

　

六
祖　

薩
州
永
谷
山
皇
徳
寺
〈
開
山
〉
円
昭
禅
師
〈
号
曰
無
外
〉

　
　

出
典
不
明
。
江
戸
期
以
降
の
諸
伝
と
一
致
せ
ず
。

　

七
祖　

豊
州
妙
徳
山
泉
福
寺
〈
開
山
〉
妙
融
禅
師
〈
号
曰
無
著
〉

　
　

出
典
不
明
。
江
戸
期
以
降
の
諸
伝
と
一
致
せ
ず
。

　

以
上
を
検
討
し
た
結
果
、
天
性
は
本
書
を
編
む
際
に
、『
伝
光

録
』
を
中
心
に
、『
景
徳
伝
灯
録
』『
五
灯
会
元
』『
聯
灯
会
要
』『
永

平
寺
三
祖
行
業
記
』「
洞
谷
伝
灯
院
五
老
悟
則
并
行
業
略
記
」
等
を

手
元
に
置
き
、
参
照
・
引
用
し
な
が
ら
著
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

特
に
、
西
天
三
・
四
・
七
・
十
・
十
一
・
十
四
・
十
六
・
十
七
・

十
八
・
二
十
二
祖
、
東
土
十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五
・
十
九
・
二

十
一
・
二
十
二
・
二
十
三
祖
に
つ
い
て
は
、『
伝
光
録
』
に
依
拠
し

て
著
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、『
伝
光
録
』
は

提
唱
録
で
あ
り
、
特
に
乾
坤
院
本
で
は
本
則
ま
で
も
典
拠
本
来
の
漢

文
を
開
い
て
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
漢
文
体
の
本
書
と
は
厳

密
な
形
で
一
致
す
る
場
合
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
天
性
が
『
伝
光

録
』
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
典
拠
と
な
る
本
則
を
各
灯
史
に
当

た
っ
て
編
成
し
た
と
類
推
出
来
る
。

　

一
応
、
別
の
仮
説
と
し
て
は
、『
伝
光
録
』
の
み
に
知
ら
れ
る
本

則
が
本
書
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、『
伝
光
録
』
成
立
に
寄
与
し

た
、
何
ら
か
の
灯
史
・
史
伝
を
天
性
が
保
持
し
た
可
能
性
は
想
定
出

来
る
け
れ
ど
も
、
現
段
階
で
そ
の
よ
う
な
文
献
の
存
在
は
不
明
で
あ

り
、
仮
説
以
上
の
こ
と
で
は
な
い
。
本
論
も
、『
伝
光
録
』
が
参
照

さ
れ
た
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
る
。
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元
々
、『
伝
光
録
』
に
は
釈
尊
以
来
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の

三
国
の
歴
代
祖
師
を
、
提
唱
者
で
あ
る
瑩
山
の
受
業
師
・
永
平
懐
奘

ま
で
一
本
で
繋
げ
て
い
る
の
が
特
徴
と
の
評
価
が
あ
り
、「
お
そ
ら

く
、
日
本
禅
宗
史
上
、
こ
う
し
た
内
容
の
語
録
は
、
他
に
類
を
見
な

い
で
あ
ろ
う
」（
東
隆
真
博
士
「
乾
坤
院
本
伝
光
録
解
題
」、
乾
坤
院

本
一
一
七
頁
）
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
本
書

は
明
ら
か
に
『
伝
光
録
』
の
特
徴
を
受
け
継
い
だ
一
本
で
あ
る
。
し

か
も
、
成
立
・
書
写
年
代
が
本
書
「
序
」
の
通
り
に
一
三
九
九
年
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
十
五
世
紀
中
頃
ま
で
の
書
写
と
さ
れ
る
『
伝
光

録
』
最
古
の
乾
坤
院
本
を
数
十
年
遡
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
義
は

極
め
て
重
大
で
あ
る
（
仮
説
と
し
て
は
、
本
書
か
ら
『
伝
光
録
』
が

作
り
出
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
論
で
は
そ
の
指
摘
の
み
に
留

め
る
）。

　

無
論
、
現
段
階
で
は
あ
く
ま
で
も
、
本
書
本
文
の
出
典
研
究
か
ら

得
ら
れ
た
推
定
で
あ
り
、
更
な
る
史
料
等
の
発
見
・
検
討
に
よ
っ

て
、
上
記
の
推
論
を
検
証
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

五
、『
仏
祖
正
伝
記
』
本
文
か
ら
の
諸
検
討

①
『
伝
光
録
』
と
の
類
似
点
と
相
違
点

　

本
書
が
『
伝
光
録
』
に
関
連
し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
を

挙
げ
て
お
き
た
い
。
本
書
「
東
土
十
三
祖
同
安
道
丕
禅
師
」
に
つ
い

て
、『
伝
光
録
』
で
は
、
以
下
の
本
則
を
中
心
に
提
唱
さ
れ
る
。

　
　

第
四
十
祖
同
安
丕
禅
師
雲
居
有
時
示
云
欲
得
恁
麼
事
ヲ
須
是
恁

麼
人
即
是
恁
麼
人
何
愁
恁
麼
事
師
聞
自
悟
ス
（
乾
坤
院
本
八
四

頁
）

　

こ
の
雲
居
道
膺
の
「
四
恁
麼
話
」
は
、
道
元
が
『
正
法
眼
蔵
』

「
恁
麼
」
巻
で
も
本
則
と
し
て
お
り
、
典
拠
と
し
て
は
『
景
徳
伝
灯

録
』
巻
十
七
、『
五
灯
会
元
』
巻
十
三
、
他
に
見
え
、
道
膺
の
示
衆

語
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
灯
史
の
同
安
道
丕
章
に
は
大
悟

の
機
縁
を
載
せ
な
い
。
よ
っ
て
、「
四
恁
麼
話
」
を
道
丕
の
大
悟
の

機
縁
に
す
る
の
は
、『
伝
光
録
』
の
独
自
性
だ
が
、
本
書
で
も
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　
　

十
三
祖
。
洪
州
鳳
棲
山
同
安
道
丕
禅
師
〈
洪
州
人
〉
初
参
雲
居

和
尚
。
充
侍
司
経
載
。
居
因
示
衆
曰
。
欲
得
恁
麼
事
。
須
是
恁

麼
人
。
即
是
恁
麼
人
。
何
愁
恁
麼
事
。
師
聞
省
悟
。（
三
〇
九
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頁
上
段
）

　

明
ら
か
に
『
伝
光
録
』
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
、
相
違
点
も
あ
っ
て
、『
伝
光
録
』
で
は
「
師
ハ
幾
計

（
原
文
註
・
マ
マ
、
計
は
許
の
誤
り
か
）
ノ
人
ト
不
知
」（
乾
坤
院
本

八
十
四
頁
）
と
あ
っ
て
、
出
身
地
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
本
書
は
同
安
道
丕
の
住
職
地
か
ら
推
定
し
た
の
か
、「
洪
州

人
」
と
明
記
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
本
書
本
文
の
出
典
研
究
か
ら
は
、『
伝
光
録
』
を
参
照

し
て
編
ま
れ
た
と
推
定
出
来
る
の
だ
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
明
ら
か

に
相
違
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
更
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
し
た
い
。

②
道
元
禅
師
章
の
問
題

　

道
元
禅
師
章
は
、『
三
祖
行
業
記
』
道
元
章
を
参
照
し
て
書
か
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
書
で
唯
一
、
複
数
の
文
献
を
対
校
し
た
様
子

が
伝
わ
る
。

　
　

外
国
人
得
恁
地
〈
一
作
麼
〉
大
事
。（
三
一
三
頁
上
段
）

　

こ
れ
は
、
道
元
の
「
身
心
脱
落
話
」
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

広
平
侍
者
の
言
葉
だ
が
、
天
性
は
「
恁
地
」
に
つ
い
て
「
恁
麼
」
と

記
載
さ
れ
た
同
書
を
見
た
と
い
う
。『
三
祖
行
業
記
』
は
、『
史
料
集

成
』
に
四
本
の
異
本
が
収
録
さ
れ
る
が
、
天
性
が
指
摘
す
る
内
容
を

持
つ
本
は
無
か
っ
た
。
異
本
の
一
つ
で
あ
る
『
三
大
尊
行
状
記
』、

ま
た
は
『
伝
光
録
』
第
五
十
一
章
に
「
恁
麼
地
」
と
あ
る
が
、
天
性

の
指
摘
と
一
致
し
な
い
。よ
っ
て
、天
性
の
時
点
で
、『
三
祖
行
業
記
』

の
複
数
の
写
本
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

③
懐
奘
禅
師
章
の
問
題

　

本
論
「
三
―
一
」
で
指
摘
し
た
が
、
本
書
で
は
中
国
・
日
本
で
道

号
が
確
認
さ
れ
る
祖
師
に
つ
い
て
は
、「
号
に
○
○
と
曰
う
」
と
明

示
す
る
。
そ
こ
で
、
扶
桑
歴
祖
を
見
て
い
く
と
、
初
祖
道
元
と
二
祖

懐
奘
に
道
号
の
指
摘
が
無
い
。
道
元
に
道
号
が
無
か
っ
た
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
る
こ
）
7
（

と
だ
が
、
二
祖
懐
奘
に
は
、「
孤
雲
」
と
い
う
道
号

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
懐
奘
を
受
業
師
と
し
た
瑩
山
紹
瑾
の
著
作
を
検
討
す
る

と
、
特
に
古
い
写
本
に
は
「
孤
雲
」
の
号
が
見
え
な
い
。

　

・
第
五
十
二
祖
永
平
奘
和
尚
（
乾
坤
院
本
『
伝
光
録
』、
奘
の
字

が
崩
れ
て
い
る
）

　

・
永
平
弉
和
尚
（
大
乗
寺
古
写
本
『
洞
谷
記
』）
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・
祖
翁
永
平
二
世
和
尚
（「
洞
谷
伝
灯
院
五
老
悟
則
并
行
業
略
記
」）

　

・
永
平
二
代
（
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』「
年
中
行
事
」）

　

よ
っ
て
、
本
書
と
瑩
山
の
著
作
か
ら
、
懐
奘
の
道
号
は
無
か
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
次
々
と
編
集
さ
れ
た
曹
洞
宗
関
係
の
灯
史
で

は
、『
日
域
洞
上
列
祖
行
業
記
』『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』『
日
本
洞
上

聯
灯
録
』
に
全
て
、「
孤
雲
」
の
号
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時

代
に
は
既
に
定
着
し
て
い
た
と
い
え
る
。

④
瑩
山
禅
師
章
の
問
題

　

義
介
章
よ
り
以
下
は
、『
伝
光
録
』
と
の
対
照
が
出
来
な
い
た

め
、
各
々
の
内
容
分
析
を
行
う
。

　

瑩
山
章
は
、
瑩
山
が
大
乗
寺
・
義
介
の
下
で
学
び
、『
妙
法
蓮
華

経
』「
法
師
功
徳
品
」
の
、「
父
母
所
生
眼
、
悉
見
三
千
界
」
を
見
て

開
悟
し
た
一
話
と
、「
平
常
心
是
道
」
に
関
わ
る
問
答
を
行
っ
た
一

話
を
挙
げ
て
い
る
。
後
者
は
、
古
写
本
『
洞
谷
記
』
に
も
確
認
（
本

書
と
は
字
句
が
相
違
）
さ
れ
、
瑩
山
が
義
介
に
よ
っ
て
後
継
者
に
認

め
ら
れ
た
一
話
と
し
て
知
ら
れ
る
。
前
者
も
、
後
の
史
伝
に
は
複
数

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
段
階
で
瑩
山
の
逸
話
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
は
、
同
話
で
省
悟
し
た
祖
師
に
宏
智
正
覚
が
お

り
、
本
書
編
集
の
た
め
に
流
用
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
い
（
後

述
す
る
峨
山
伝
に
、
他
の
祖
師
伝
か
ら
の
流
用
が
見
ら
れ
る
た
め
）。

　

ま
た
、
本
章
で
は
、
五
十
八
歳
説
と
六
十
二
歳
説
と
で
議
論
と
な

る
瑩
山
の
世
寿
が
判
明
せ
ず
、
そ
の
典
拠
と
し
て
有
力
な
遺
偈
も
収

録
さ
れ
な
い
。
扶
桑
歴
祖
で
は
道
元
・
懐
奘
・
義
介
・
峨
山
に
遺
偈

が
あ
る
た
め
、
途
中
の
瑩
山
が
抜
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

後
の
大
乗
寺
流
布
本
『
洞
谷
記
』
に
は
、
瑩
山
の
遺
偈
が
収
録
さ

れ
、
現
行
、
そ
れ
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
個
人
的
な
印
象
で
は
、

お
よ
そ
遺
偈
の
内
容
と
は
ほ
ど
遠
く
、
自
賛
の
一
首
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
し
か
も
、『
洞
谷
記
』
の
同
段
で
は
「
閲
世
五
十

八
、
坐
夏
四
十
六
」
と
あ
り
、
現
在
で
は
用
い
ら
れ
な
い
世
寿
と
と

も
に
記
載
さ
れ
、
資
料
と
し
て
の
価
値
を
損
ね
て
い
る
。
ま
た
、

『
瑩
山
紹
瑾
禅
師
喪
記
』（『
続
曹
全
』「
清
規
」
巻
所
収
）
に
収
録
さ

れ
る
、
法
嗣
・
門
人
に
よ
る
瑩
山
へ
の
祭
文
に
も
現
行
の
遺
偈
へ
の

言
及
は
無
く
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
本
章
末
尾
に
は
、
法
嗣
で
あ
る
明
峰
素
哲
・
峨
山
韶
碩
の

二
神
足
に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
先
行
研
究
に
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譲
）
8
（
る
。

⑤
峨
山
禅
師
章
の
問
題

　

峨
山
章
は
、
峨
山
が
出
家
し
て
天
台
の
教
学
・
止
観
を
学
び
（
こ

の
部
分
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
永
嘉
玄
覚
章
の
流
用
か
）、
そ
の
後
に

瑩
山
に
入
門
し
た
様
子
を
伝
え
る
。

　

瑩
山
の
下
で
は
「
語
・
黙
・
動
・
静
・
惣
是
・
惣
不
是
」
と
い
う

六
句
に
関
す
る
問
答
（
典
拠
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
九
・
虔
州
処

微
章
）
に
よ
り
開
悟
し
た
と
い
う
。
こ
の
問
答
は
、『
洞
谷
僧
生
和

尚
法
語
』（『
曹
全
』「
法
語
」
巻
、
二
三
九
頁
）
や
、『
峨
山
和
尚
法

語
』（
同
上
、
二
四
一
〜
二
四
二
頁
）
に
見
え
る
。「
教
外
別
伝
」
を

知
ら
し
め
る
た
め
の
問
答
だ
と
い
え
る
が
、
教
宗
と
禅
宗
の
関
係
が

し
ば
し
ば
問
題
視
さ
れ
た
瑩
山
門
）
9
（

下
で
、
積
極
的
に
用
い
ら
れ
た
一

則
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
峨
山
が
典
座
と
な
っ
た
後
、
瑩
山
が
大
衆
に
向
か
っ
て

「
月
有
二
枚
話
」
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
は
「
両
箇
の

月
」
と
呼
ば
れ
る
公
案
と
類
似
し
た
一
則
で
あ
る
と
思
う
が
、
内
容

は
相
違
し
て
い
る
。
以
下
に
比
較
し
た
い
。

・
本
書
峨
山
章
「
月
有
二
枚
話
」

　
　

瑩
山
、
有
る
時
衆
に
示
し
て
云
く
、「
月
に
二
枚
有
り
。
知
る

人
稀
な
り
。
試
み
に
道
え
、
看
ん
」。

　
　

衆
、
対
う
る
無
し
。

　
　

瑩
山
、
侍
者
を
遣
り
師
を
詔
し
、
前
話
を
看
せ
し
む
。

　
　

師
云
く
、「
心
月
豈
に
二
枚
有
ら
ん
や
」。

　
　

瑩
山
云
く
、「
你
、
未
だ
会
せ
ず
。
且
く
去
れ
」。

　
　

師
、
二
載
を
経
て
、
一
日
、
手
を
拍
ち
て
云
く
、「
月
二
枚
、

知
る
人
稀
な
り
」。

　
　

瑩
山
、
聞
得
し
て
而
も
云
く
、「
此
の
子
、
徹
せ
り
」。
即
ち
洞

上
の
宗
旨
を
以
て
、
之
を
付
属
し
て
云
く
、「
汝
、
一
方
を
分
化

し
て
、
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
無
か
る
べ
し
」。

 

（
三
一
五
頁
下
段
、
原
漢
文
）

・「
諸
嶽
二
代
峨
山
和
尚
行
実
」「
両
箇
の
月
」

　
　

山
、
翫
月
の
次
い
で
、
問
う
て
曰
く
、「
你
、
月
に
両
箇
あ
る

こ
と
を
知
る
や
」。

　
　

師
云
く
、「
識
ら
ず
」。

　
　

山
曰
く
、「
月
に
両
箇
有
る
こ
と
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
洞
上
の
種
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草
と
成
る
こ
と
能
わ
ず
」。

　
　

師
、
負
屈
励
志
し
て
酷
切
す
。
正
安
三
年
十
二
月
廿
三
日
夜

半
、
師
、
月
に
対
し
て
坐
す
。
山
、
師
の
耳
畔
に
於
い
て
弾
指
一

下
す
。
師
、
此
に
於
い
て
大
悟
す
。

 

（『
曹
全
』「
史
伝
（
上
）」
巻
、
二
十
二
頁
下
段
、
原
漢
文
）

　

後
者
の
「
両
箇
の
月
」
に
つ
い
て
は
、
近
世
以
降
の
主
要
な
峨
山

伝
に
収
録
さ
れ
、
現
代
で
も
参
照
さ
れ
る
た
め
、
良
く
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
だ
が
、
前
者
は
他
の
峨
山
伝
に
見
ら
れ
な
い
一
話
で
あ
る
。
両

者
の
違
い
だ
が
、
前
者
は
瑩
山
が
峨
山
を
洞
門
の
後
継
者
と
し
て
証

明
す
る
内
容
で
あ
り
、
後
者
は
峨
山
の
大
悟
徹
底
の
話
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
瑩
山
―
峨
山
の
師
資
の
問
答
で
、「
二
つ
の
月
」
に
関
わ

る
話
が
二
種
類
伝
わ
っ
て
い
た
、
ま
た
は
、
前
者
が
最
初
で
後
者
が

後
に
出
来
た
、
と
い
う
仮
説
を
提
示
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
峨
山
伝

は
信
頼
出
来
る
古
伝
が
少
な
く
、
仮
説
の
検
証
に
は
限
界
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
本
書
で
は
峨
山
を
「
總
持
寺
二
世
」
で
は
な
く
て
、

永
光
寺
の
歴
住
と
し
て
挙
げ
る
。
總
持
寺
が
、
明
ら
か
な
形
で
永
光

寺
か
ら
独
立
す
る
の
は
、
十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
五
世
紀
半
ば
に
及

ん
だ
活
動
で
あ
っ
た
と
さ
れ
）
10
（
る
。
本
書
の
成
立
時
期
は
、
總
持
寺
独

立
活
動
の
始
ま
り
の
頃
で
あ
り
、
し
か
も
、
天
性
の
所
属
す
る
無
外

―
無
著
派
は
い
わ
ゆ
る
峨
山
五
哲
か
ら
も
外
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
峨
山
が
永
光
寺
・
總
持
寺
の
両
寺
に
住
持
し
、
峨
山
の
塔

が
總
持
寺
に
あ
る
こ
と
は
本
書
で
も
明
示
し
て
お
り
、
峨
山
派
も
輪

住
と
し
て
、
永
光
寺
を
支
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
識
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
成
立
の
段
階
で
は
、
永
光
寺
が

主
で
總
持
寺
が
従
の
関
係
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
峨
山
を
永
光
寺
の
歴

住
と
し
て
挙
げ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑥
無
外
禅
師
章
と
無
著
禅
師
章
の
問
題

　

無
外
章
は
、
基
本
的
な
史
伝
（
生
誕
、
出
家
、
参
学
、
印
可
証

明
、
寺
院
開
創
、
遷
化
）
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
特
に
無
外
の

生
誕
地
に
つ
い
て
は
、
後
の
諸
伝
と
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
る
。
例

え
ば
、『
弘
化
系
譜
伝
』
巻
二
で
は
「
高
麗
人
」
と
し
、『
日
本
洞
上

聯
灯
録
』
巻
三
で
は
「
薩
州
人
」
と
す
る
。
現
在
、
一
般
的
に
は
後

者
の
「
薩
州
人
」
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
「
奥
州

人
」
で
あ
る
と
す
る
。
各
々
が
ど
の
よ
う
な
史
料
・
根
拠
に
従
っ
て

記
し
た
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
今
後
更
な
る
検
討
を
要
す
る
。

　

無
著
章
も
、
基
本
的
な
史
伝
（
生
誕
、
出
家
、
参
学
、
開
悟
、
印
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可
証
明
、
寺
院
開
創
、
遷
化
）
で
構
成
さ
れ
、
ま
た
『
弘
化
系
譜

伝
』
巻
三
、『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
巻
四
の
無
著
伝
に
そ
れ
ぞ
れ
類

似
し
た
文
脈
も
見
え
る
け
れ
ど
も
、
大
悟
に
至
る
機
縁
は
一
致
し
な

い
。
よ
っ
て
、
更
な
る
検
討
を
要
す
る
こ
と
の
み
指
摘
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
本
書
成
立
時
期
と
、
天
性
の
法
系
的
立
場
、
住
職
地
の

場
所
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
本
書
に
収
録
さ
れ
る
瑩
山

伝
以
下
、
特
に
無
外
伝
・
無
著
伝
に
つ
い
て
は
、
後
に
成
立
し
た
史

伝
よ
り
も
内
容
が
正
確
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
よ
っ
て
、
各
史
伝

を
批
判
す
る
根
拠
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

六
、
結
　
論

　

本
論
は
、
天
性
著
『
仏
祖
正
伝
記
』（
一
三
九
九
年
序
）
に
つ
い

て
、
種
々
の
基
礎
的
研
究
を
行
い
、
今
後
の
検
討
課
題
を
挙
げ
た
。

　

そ
こ
で
、「
序
」
に
記
さ
れ
た
の
が
正
し
い
成
立
時
期
だ
と
す
れ

ば
、
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
は
重
大
な
注
意
を
要
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　
（
一
）
瑩
山
紹
瑾
提
唱
『
伝
光
録
』
の
影
響
を
受
け
た
現
存
最
古

の
一
本
で
あ
る
。

　
（
二
）
著
者
の
天
性
は
『
永
平
寺
三
祖
行
業
記
』
の
複
数
の
写
本

を
見
て
い
た
。

　
（
三
）「
洞
谷
伝
灯
院
五
老
悟
則
并
行
業
略
記
」
が
伝
播
し
て
い

た
。

　
（
四
）
瑩
山
伝
以
下
は
最
古
か
、
そ
れ
に
近
い
史
伝
で
あ
り
、
近

世
以
降
の
史
伝
を
批
判
す
る
根
拠
に
な
り
得
る
。

　

右
記
の
他
に
は
、
著
者
で
あ
る
天
性
の
自
称
や
「
永
平
門
下
」
の

意
識
、
懐
奘
の
道
号
、
瑩
山
の
遺
偈
、
峨
山
の
「
月
有
二
枚
話
」
な

ど
、
現
在
の
曹
洞
宗
に
も
関
わ
る
複
数
の
課
題
が
出
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
は
更
な
る
史
料
の
発
見
・
検
討
を
要
す
る
内
容
で
あ
り
、
本
論

で
は
諸
課
題
の
指
摘
の
み
に
留
め
た
い
。

註（
１
） 

『
仏
祖
正
伝
記
』
の
本
文
は
、『
続
曹
全
』「
史
伝
」
巻
所
収
本
を

用
い
る
。
引
用
す
る
場
合
、
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
て
い
る
。
他
の
文

献
の
引
用
も
同
様
だ
が
、
一
々
断
り
は
入
れ
な
い
。

（
２
） 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
永
福
庵
を
拝
登
し
た
際
に
同
庵
所
蔵
の

寺
宝
を
一
通
り
閲
覧
し
、
目
録
を
採
っ
た
。『
校
割
帳
』
や
『
仏
祖
正

伝
記
』
も
閲
覧
し
て
い
る
。

（
３
） 

京
都
宗
仙
寺
を
拝
登
し
た
際
に
、
寺
内
に
て
閲
覧
し
て
い
る
。
な

お
、
同
寺
内
に
は
面
山
が
滞
在
し
た
寿
昌
庵
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
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で
知
ら
れ
、
面
山
の
遷
化
時
に
も
同
寺
か
ら
喪
を
発
し
た
（『
面
山
年

譜
』
参
照
）。

（
４
） 
小
早
川
浩
大
先
生
「『
洞
上
金
剛
杵
』
の
考
察
」（『
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
11
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
） 

平
成
二
十
六
年
八
月
に
泉
福
寺
を
拝
登
し
た
際
に
寺
内
に
て
閲
覧

し
た
。

（
６
） 

『
景
徳
伝
灯
録
』
は
『
大
正
蔵
』
巻
五
十
一
、『
聯
灯
会
要
』
と

『
五
灯
会
元
』
は
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
巻
七
十
九
・
八
十
を
そ
れ

ぞ
れ
参
照
し
た
。
本
来
は
、
古
版
本
・
古
写
本
の
影
印
・
翻
刻
等
を
参

照
す
べ
き
だ
が
、
今
後
の
検
討
時
に
照
合
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
７
） 

道
元
の
道
号
に
つ
い
て
は
、「
希
玄
」
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
道
元
に
関
わ
る
文
書
に
見
え
る
別
名
で
あ
り
、
道

号
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
８
） 

佐
藤
秀
孝
先
生
「
明
峰
素
哲
と
峨
山
韶
碩
」（『
禅
の
真
理
と
実
践　

東
隆
真
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
春
秋
社
・
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
の
こ

と
。

（
９
） 

峨
山
韶
碩
が
瑩
山
紹
瑾
に
入
門
す
る
契
機
と
な
る
問
答
が
、
天
台

宗
と
禅
宗
と
の
関
わ
り
を
問
う
内
容
で
あ
り
、
ま
た
、
大
本
山
總
持
寺

に
伝
わ
る
『
十
種
勅
門
』
の
第
一
が
、「
祖
位
教
位
同
別
」
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
推
定
し
て
い
る
。

（
10
）
永
光
寺
と
總
持
寺
に
つ
い
て
は
、『
永
平
寺
史
（
上
）』「
第
四
章
・

第
二
節 

永
光
寺
教
団
の
成
立
・
分
裂
と
総
持
寺
教
団
の
成
立
」（
四
〇

〇
〜
四
一
一
頁
）
を
参
照
し
た
。

参
考
資
料

曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
編
『
曹
洞
宗
全
書
』
二
十
巻
（
昭
和
四
十
五
〜
五
十

二
年
に
刊
行
さ
れ
た
覆
刻
版
）、
同
『
続
曹
洞
宗
全
書
』
十
巻
（
昭
和

四
十
八
〜
五
十
二
年
）
を
参
照
。
引
用
等
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
曹
全
』『
続
曹
全
』
と
略
記
し
、
巻
名
と
ペ
ー
ジ
数
を
記
載
。

永
平
正
法
眼
藏
蒐
書
大
成
刊
行
会
編
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
正
二

十
五
巻
・
総
目
録
・
続
輯
十
巻
（
大
修
館
書
店
・
一
九
七
四
〜
二
〇
〇

〇
年
）
を
参
照
。
引
用
等
の
場
合
に
は
、『
蒐
書
大
成
○
○
』
と
略
記

し
、
ペ
ー
ジ
数
を
記
載
。

吉
田
道
興
先
生
編
『
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
』（
あ
る
む
・
二
〇
一
四

年
）
を
参
照
し
、
引
用
等
の
場
合
に
は
『
史
料
集
成
』
と
略
記
。

『
三
祖
行
業
記
』『
三
大
尊
行
状
記
』
は
『
史
料
集
成
』
を
参
照
し
た
。

『
伝
光
録
』
は
東
隆
真
博
士
校
注
『
乾
坤
院
本
伝
光
録
』（
隣
人
社
・
一
九

七
〇
年
）
を
参
照
し
、
本
論
中
で
は
「
乾
坤
院
本
」
と
略
記
し
た
。

『
洞
谷
記
』
は
河
合
泰
弘
先
生
「『
洞
谷
記
』
二
種
対
照
二
│
│
１
・
２
」

（『
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
』
30
・
31
、
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
二

年
）
を
参
照
し
た
。

禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』
は
、
尾
崎
正
善
先
生
「
翻
刻
・
禅
林
寺
本
『
瑩

山
清
規
』」（
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
編
『
宗
学
研
究
所
紀
要
七
』
一
九
九

四
年
）
を
参
照
し
た
。

『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
３
・
九
州
管
区
編
』（
曹
洞
宗
宗
務

庁
・
一
九
九
六
年
）
を
参
照
し
、
引
用
等
の
場
合
に
は
、『
曹
洞
宗
文
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化
財
目
録
３
』
と
略
記
。

『
面
山
広
録
』
は
『
曹
全
』「
語
録
三
」
巻
所
収
本
を
参
照
し
た
。
な
お
、

『
面
山
年
譜
』
は
『
面
山
広
録
』
巻
二
十
六
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
洞
上
金
剛
杵
』
は
『
曹
全
』「
注
解
三
」
巻
所
収
本
を
参
照
し
た
。

『
弘
化
系
譜
伝
』『
日
域
洞
上
列
祖
行
業
記
』『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』『
日
本

洞
上
聯
灯
録
』
は
『
曹
全
』「
史
伝
（
上
）」
巻
所
収
本
を
参
照
し
た
。

永
平
寺
史
編
纂
委
員
会
『
永
平
寺
史
（
上
）』（
大
本
山
永
平
寺
蔵
版
・
一

九
八
二
年
）

永
平
寺
古
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
永
平
寺
史
料
全
書
』（
吉
川
弘
文
館
・

二
〇
〇
八
年
以
降
）

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
編
『
道
元
引
用
語
録
の
研
究
』（
春
秋
社
・
一
九
九

五
年
）


